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五
経
営
と
経
済
五
四
2 
「
経
営
民
主
々
義
」
の
実
存
条
件
前
稿
は
じ
め
に
(
一
の
1
〉
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
使
関
係
の
場
所
で
の
べ
た
様
に
、
J
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
経
済
l
経
、
営
と
結
び
つ
い
て
ぷ
E
5丹
江
巳
U
8
8こ
へ
の
過
程
と
し
て
‘
「
経
済
民
主
々
義
」
(
巧
芝
凹
与
え
Z
含
B
o
w
g
z
o
)
乃
至
ク
エ
て
フ
夫
妻
の
高
唱
し
た
様
に
「
産
業
民
主
々
義
」
(
H
E
5
E己
UOBongow)
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
市
民
革
命
に
よ
る
政
治
的
民
主
々
義
の
成
立
に
プ
ル
ヲ
ョ
ア
ジ
1
の
果
し
た
役
割
に
等
し
く
、
そ
こ
で
は
労
働
組
合
の
運
動
が
そ
の
エ
レ
メ
Y
ト
を
為
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
c
即
ち
歴
史
的
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
世
界
で
の
イ
ヂ
オ
ロ
ギ
l
の
進
展
は
、
当
然
に
人
間
の
歴
史
的
社
会
的
活
動
と
共
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
動
態
と
し
て
の
民
主
々
義
の
弁
証
法
的
性
格
と
し
て
、
単
な
る
歴
史
的
社
会
的
存
在
関
連
で
は
な
く
て
、
生
産
諸
関
係
と
し
て
表
わ
れ
る
資
本
(
主
義
)
法
則
の
蓄
積
的
循
環
的
結
果
と
し
て
拡
大
再
生
産
さ
れ
た
階
級
の
関
連
、
而
も
そ
れ
は
生
産
と
分
配
過
程
を
貫
く
斗
争
関
係
と
し
て
、
す
ぐ
れ
て
労
使
関
係
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
gsa
も
決
し
て
静
態
的
に
で
は
な
く
、
経
常
活
動
の
最
中
に
、
換
言
す
れ
ば
労
働
組
合
活
動
を
包
む
経
営
活
動
そ
の
も
の
と
し
て
杷
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ド
ωωuw
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)
・
さ
て
こ
の
様
な
状
況
は
歴
史
的
に
は
ド
イ
ツ
で
は
資
本
主
義
体
制
自
体
の
成
熟
度
と
、
周
辺
諸
国
、
と
く
に
第
一
次
大
戦
を
境
と
す
る
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
イ
ヂ
ォ
ロ
ギ
l
の
影
響
な
ど
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
経
済
民
主
々
義
も
社
会
主
義
の
洗
礼
の
後
で
そ
れ
に
ま
つ
わ
り
乍
ら
展
開
さ
れ
た
。
プ
リ
ー
ブ
ス
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
労
働
組
合
総
同
盟
(
〉
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が
ハ
V
プ
ル
ク
会
議
で
「
経
済
民
主
々
義
」
を
問
題
に
し
た
の
は
一
九
二
八
年
と
い
う
。
而
も
経
済
民
主
々
義
と
し
て
も
必
ず
し
も
そ
の
概
念
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ク
エ
ッ
プ
が
「
労
働
組
合
構
造
論
」
・
「
労
働
組
合
機
能
論
」
と
し
て
組
合
運
動
に
密
着
し
て
古
E
Zユ
包
含
B
・
2
B
G
を
展
開
し
た
様
に
は
ド
イ
ツ
で
の
「
経
済
民
主
々
義
」
は
表
現
を
も
た
な
か
っ
た
ぐ
そ
し
て
そ
れ
は
必
ず
し
も
政
治
的
範
障
の
非
政
治
的
生
活
領
域
2
5
H
7
3
5
2
n
v
o
F
o
g
g官
巴
と
へ
の
適
用
の
困
難
さ
異
質
性
、
即
ち
た
と
え
ば
「
あ
る
国
家
の
国
民
と
、
あ
る
経
営
の
従
業
員
(
F
Z
m
m与
え
ご
と
は
同
質
的
実
体
(
Z
B
a
g
o
ω
与
丘
g
N
g
〉
で
は
な
い
ι
記
)
a
し
、
叉
夫
々
の
「
組
織
原
理
」
の
相
違
に
基
く
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
「
半
民
主
々
義
」
的
に
全
国
的
危
機
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
的
特
性
じ
由
る
所
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
「
伝
来
的
秩
序
の
崩
解
、
大
衆
の
前
進
(
含
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片
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含
円
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)
支
配
的
生
活
形
式
に
お
け
る
不
十
分
な
秩
序
、
(
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今
諸
環
境
の
整
理
は
必
ず
し
も
伝
統
的
労
働
組
合
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
(
吉
内
吉
田
神
門
戸
巳
)
3
2
0
の
方
向
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
社
会
主
義
革
命
へ
の
可
能
性
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
抑
圧
さ
れ
た
社
会
主
義
の
ひ
ず
み
と
し
て
「
ヲ
イ
マ
l
ル
民
主
々
義
」
(
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毛
色
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を
、
と
く
に
そ
の
「
経
営
協
議
会
一
(
回
O
E
O
-ぴ
2
5
£
v
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
而
も
そ
の
後
更
に
ナ
チ
ス
に
よ
る
政
治
的
圧
力
は
経
済
諸
関
係
の
う
ち
に
も
全
体
主
義
体
制
を
濠
透
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
の
敗
戦
で
あ
る
。
そ
し
て
鷲
ら
さ
れ
た
「
ナ
チ
解
体
」
(
開
E
S
N
F
E
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g
m
)
(
吋・
ω・戸
ω)
に
よ
る
「
産
業
指
導
層
の
骨
抜
き
」
は
当
然
労
働
組
合
の
主
体
性
を
自
覚
さ
せ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
向
休
制
的
限
界
を
突
破
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
ヲ
イ
マ
l
ル
休
制
の
開
花
と
い
わ
れ
る
「
共
同
決
定
」
へ
の
斗
争
が
、
「
産
業
と
労
働
組
合
と
の
、
雇
用
者
と
労
働
者
と
の
緊
密
な
協
働
(
g
m
o
N
5
m
g
g
g
R
Z
5
の
時
代
を
解
消
し
た
」
(ω-m・
o・
)
と
し
て
も
、
向
プ
リ
ー
ブ
ス
の
う
ま
く
い
っ
て
い
る
様
に
、
「
共
同
決
定
(
E
o
Z言
語
E
g
g
g
m
)
は
資
本
と
労
働
と
を
ω
E
B
g
u
n
F
g
N
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巴
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間
g
(
シ
ヤ
ム
の
双
生
鬼
)
と
為
し
て
し
ま
っ
た
)
の
で
「
も
し
彼
等
が
共
存
し
え
ぬ
時
に
は
、
彼
等
は
共
に
破
滅
に
至
る
」
(ω-m・
0
)
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
c
唯
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
「
共
存
」
に
せ
よ
「
共
減
」
に
せ
よ
、
そ
の
内
容
を
熟
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
「
共
存
」
は
資
本
主
義
体
制
の
存
続
を
意
味
す
る
が
、
「
共
減
」
は
必
ず
し
も
歴
史
の
終
り
を
意
味
し
な
い
。
従
っ
て
「
共
同
決
定
」
が
労
資
両
頭
を
備
え
る
と
し
て
、
そ
の
胴
体
、
四
肢
は
統
一
的
の
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
主
人
公
は
会
来
す
れ
ど
、
職
員
は
残
尚
す
る
」
。
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あ
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か
、
そ
れ
と
も
司
ロ
ロ
宮
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白
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H
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
更
に
は
両
頭
と
し
て
の
国
O
R
O
D
に
か
t
h
わ
る
こ
と
で
あ
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
既
に
転
回
し
た
歴
史
の
局
面
を
正
し
く
担
う
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
れ
ら
の
理
解
の
為
に
幸
い
こ
L
に
プ
リ
ー
ブ
ス
に
よ
る
「
経
済
民
主
々
義
」
及
び
そ
れ
に
伴
う
労
使
関
係
の
二
つ
の
類
概
念
を
み
る
共
同
決
定
に
お
け
る
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。
而
し
て
「
経
済
的
民
主
々
義
」
の
二
つ
の
解
義
は
実
は
政
治
的
「
民
主
々
義
」
の
二
つ
の
発
展
に
照
応
す
る
。
そ
の
一
つ
は
「
市
民
的
自
由
主
義
」
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を
背
景
と
す
る
「
十
九
世
紀
の
市
民
的
民
主
々
義
」
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あ
り
、
そ
の
二
は
「
今
日
の
民
主
々
義
」
(
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で
あ
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。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
経
済
の
世
界
で
ど
の
様
な
性
格
を
も
っ
に
至
る
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
「
経
済
的
民
主
々
義
」
の
第
一
の
意
味
は
、
「
そ
こ
で
政
治
的
民
主
々
義
に
於
け
る
と
同
様
に
有
望
な
前
提
が
存
在
し
、
旦
結
果
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
仮
定
を
以
っ
て
経
済
に
適
用
さ
れ
る
政
治
的
原
理
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
伝
統
的
且
自
然
的
共
同
体
の
基
礎
」
に
立
ち
、
政
治
的
「
平
面
で
証
明
さ
れ
た
あ
る
原
理
を
他
の
平
面
に
適
用
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
「
決
し
て
z
m出
。
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で
あ
る
。
こ
れ
は
更
に
前
節
に
明
ら
か
に
し
た
様
に
労
使
関
係
に
持
込
ま
れ
る
時
、
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
「
経
営
民
主
々
義
」
(
F
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W
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a
v
の
実
体
と
し
て
、
「
古
典
的
資
本
主
義
」
に
実
存
的
に
支
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
古
典
的
労
働
組
合
」
の
動
き
と
し
て
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
即
ち
彼
が
強
調
す
る
様
に
「
自
由
l
資
本
主
義
的
秩
序
(
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ぽ
ご
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)
は
労
働
組
合
の
従
う
法
則
」
(
吋
・
ω・∞
O
)
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
「
こ
の
秩
序
の
中
に
労
働
組
合
の
実
存
的
意
味
(
2
5
8
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o
=
2
2ロ
ロ
〉
が
存
す
る
」
(
凶
・
ω・
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日
)
し
、
更
に
、
「
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
組
合
の
実
存
l
機
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条
件
(
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目
。
伺
包
己
g
N
-
g
a
Eロ
宮
山
富
田
Z
Eロ関口ロ
m
g
)
が
定
め
ら
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」
(ω-m・0
)
の
で
あ
る
c
と
こ
ろ
で
他
方
「
今
日
の
民
主
々
義
」
の
原
理
と
、
そ
の
展
開
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
主
々
義
の
も
う
一
つ
の
意
味
と
は
「
民
主
々
義
の
中
に
、
あ
る
世
界
観
的
態
度
を
見
る
も
の
で
、
そ
れ
は
大
衆
(EO
冨
印
刷
回
。
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及
び
大
衆
指
導
(
品
目
。
冨
2
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)
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
、
人
間
的
共
存
の
全
範
囲
に
対
し
て
一
概
的
原
理
と
し
て
出
現
す
る
」
(
?
ω
・
8
〉
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
す
べ
て
の
生
活
領
域
」
に
お
け
る
「
大
衆
の
圧
力
」
(
冨
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8
E
Z
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)
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、
「
大
衆
の
一
授
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(
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円
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三
m
g
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2
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)
こ
そ
は
、
「
政
治
的
民
主
々
義
を
も
民
主
化
(
民
衆
化
)
し
よ
う
と
す
る
傾
向
」
(
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o
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か
く
て
プ
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ブ
ス
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
所
の
「
民
主
々
義
か
ら
民
主
化
主
義
(
民
衆
主
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へ
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転
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Amv
こ
れ
は
思
想
史
的
に
は
重
要
な
契
点
で
あ
る
。
蓋
し
「
あ
る
世
界
観
の
威
厳
を
以
っ
て
装
わ
れ
る
と
、
民
主
々
義
は
独
占
へ
と
努
力
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
領
域
上
の
独
占
を
要
求
す
る
。
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な
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あ
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ま
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集
産
主
義
(
g
g
Z
同
o
-
z
z
z
u
B
5
)
へ
の
内
面
的
衛
動
」
(
ω
・
ω
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0
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)
に
他
な
ら
な
い
、
換
言
す
れ
ば
前
稿
に
も
触
れ
た
様
に
「
二
O
世
紀
へ
の
転
回
以
来
の
新
事
態
こ
そ
は
、
労
働
組
合
運
動
の
大
衆
化
(
E
O
〈
2
5
2
2
ロ
m
a
)
仏
2
D
2
2
5
0
町
長
田
g
g
m
g
m
)
」
(
吋
・
ω
-
g
)
と
い
う
べ
く
且
つ
「
労
働
組
合
の
制
度
的
確
立
は
、
本
源
的
に
は
工
場
制
度
(
F
E凹
E
o
d『
2
E
与
え
乙
の
形
式
に
お
け
る
〈
2
B
S
Z
D聞
の
結
果
で
あ
る
」
(
ω
・
ω
-
p
・
m
-
g
l
g
)
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
も
プ
リ
ー
ブ
ス
の
特
徴
。
つ
け
た
「
確
立
」
労
働
組
合
(
=
z
r
己
百
件
。
=
の
0
・
4
Z
同
宮
与
え
5
2
・
m
・
8
)
が
前
景
に
立
つ
c
か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
、
古
典
的
、
十
九
世
相
的
自
由
l
資
本
主
義
を
背
景
と
す
る
市
民
的
民
主
々
義
、
古
典
的
労
働
組
合
と
、
今
日
の
民
主
々
義
l
〈
2
B
S
Z
P
ぬ
と
し
て
の
口
。
目
。
官
主
宮
自
己
ω
に
基
く
確
立
労
働
組
合
の
ご
系
列
を
う
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
は
、
前
節
の
結
末
と
相
携
え
て
、
之
等
の
二
つ
の
系
列
を
批
判
的
に
意
味
*
つ
け
る
為
の
「
経
営
民
主
々
義
」
の
労
使
関
係
的
本
質
の
探
究
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
(ぬ
a
)
前
摘
(
4
b
〉
及
び
本
橋
五
七
頁
参
照
。
(
乱
)
一
九
二
O
年
二
月
四
日
「
経
営
協
議
会
法
」
。
市
し
て
「
経
営
協
議
会
は
第
一
次
欧
州
大
戦
直
後
、
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
を
基
盤
と
し
て
、
欧
州
諸
国
に
成
立
を
見
た
労
務
者
の
経
営
参
加
制
度
で
あ
っ
て
、
労
資
の
対
立
を
前
提
と
し
つ
L
、
労
務
者
の
代
表
を
経
営
者
の
な
か
に
送
っ
て
、
両
者
の
意
志
を
疎
通
し
、
も
っ
て
労
資
の
対
立
を
緩
和
し
調
整
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
「
経
営
学
辞
典
」
古
林
喜
楽
「
ド
イ
ツ
の
経
嘗
協
議
会
」
四
三
三
頁
)
。
(
担
)
の
o
E
N
F
E
P
目
。
自
o
w
z
z
o
g
p
《
回
目
。
自
o
w
g
Z
2
2
9
E
H
N
ミ
.
崎
町
営
芯
同
R
H
V
.
E
h切苦情
g
S
乳
母
3
h
g
s
h
h
M
遣
さ
・
5
m
M
m
-
。H・0
∞・
J
N
]
「・叫ω
〈
お
)
V
U
2
目
。
E
O
町
三
Z
自
5
4
。
ロ
宮
ロ
S
W
O呂
田
Z
E
Z
ω
目
。
ロ
色
2
・
h
s
g
N
苦
悩
神
宮
ロ
色
2
2
g
g
ロ
向
日
S
E
E
m
s
-
z
g
Z
H
H
B
O
ロ
-
b
g
v
o
o
E
件
。
ロ
冨
o
ロ
酬
の
H
H
O
ロ
叫
2
z
p
s
m
m
g
z
n
何
回
角
田
市
克
明
同
町
巴
Z
ロ
肉
色
2
3
E何
回
g
m
F
2
0
品
。
円
山
自
Z
ω
自
O
ロ
色
。
円
ロ
旦
-
z
s
-
g
冨
R
Z
-
A
2
・
ω
・
0
・
h
・討)・
(
泊
)
こ
L
に
同
じ
〈
2
B
2
2
ロ
m
を
取
扱
い
乍
ら
、
ブ
イ
ヲ
シ
ヤ
1
の
そ
れ
と
は
思
想
史
的
次
元
に
於
て
隔
り
の
あ
る
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
〈
巴
・
0
E仏
O
E
R
g
o♂
司
2
8
ロ
包
〈
2
4
Z
Z
ロ
ロ
伺
ロ
ロ
向
山
富
。
ロ
酬
の
v
o
E
E
H
E
ロ
関
山
自
切
忠
岡
山
o
v
・
2
H
h
E
a
h
w
旬
、
。
句
足
喝
な
v
s
h
a
R
宮
、
E
m
u
-
∞
-
m
ω
ロ
・
向
拙
稿
「
経
蛍
に
お
け
る
〈
2
B
E
E
認
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
「
経
営
と
経
済
」
第
七
十
号
)
参
照
。
共
同
決
定
に
お
け
る
巴
O
B
o
w
s
z
e
と
巴
e
g
o
-
n
E
Z
B
g
(
続
)
五
七
経
営
と
経
済
五
入
わ
れ
わ
れ
は
折
に
ふ
れ
て
「
経
済
民
主
々
義
」
の
動
態
的
性
格
こ
そ
が
弁
証
法
的
性
格
だ
と
強
調
し
て
き
た
が
、
そ
の
為
の
そ
メ
V
ト
を
単
に
論
理
的
で
な
く
実
証
す
る
為
に
は
、
ま
さ
に
「
経
営
民
主
々
義
」
の
モ
メ
V
ト
と
し
て
の
経
営
事
象
に
か
か
わ
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
先
ず
言
わ
れ
る
こ
と
は
「
ま
さ
に
経
済
的
民
主
々
義
に
と
っ
て
は
、
現
存
制
度
の
非
合
理
性
を
排
除
し
、
偉
大
な
牧
穫
を
保
証
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
解
放
と
、
協
同
の
尺
度
(
o
g
z
え
w
g
ロ
R
0
0
3
s
z
g
)
が
予
言
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
今
や
一
つ
の
事
実
で
あ
る
」
(
?
ω
-
E
)
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
「
経
済
に
お
け
る
合
理
性
が
=
g
m
w
F
E
に
実
施
さ
れ
る
」
即
ち
「
社
会
的
願
望
(
含
凹
明
。
N
E
E
d
弓
ロ
ロ
回
忌
g凶
4
5
3
)
は
、
経
済
的
に
徹
底
せ
る
合
理
2
2
4
ヱ
ユ
∞
岳
民
主
の
四
回
含
円
。
F
2
m
m
ω
2
0
3
Z
)
と
し
て
現
わ
れ
且
生
産
と
分
間
の
問
題
を
=
吉
ω
w
v
=
に
解
決
す
る
」
。
(
ω
・
ω
・
0
・
)
と
い
う
主
張
が
為
さ
れ
る
の
で
あ
る
υ
し
か
し
こ
れ
は
か
つ
て
の
自
由
主
義
が
、
「
経
済
的
自
由
と
競
争
と
は
社
会
的
問
題
を
=
吉
巴
岳
z
に
解
決
す
る
と
主
張
し
た
」
宮
・
ω
・
0
・
)
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、
プ
H
J
1
フ
ス
の
指
摘
す
る
様
に
、
そ
の
背
後
に
は
「
予
定
調
和
へ
の
啓
蒙
信
仰
a
u
(色
g
k
p
E
E
曽
g
m
晶
Zロ
Z
ロ
国
包
匂
弘
田
S
E
r
-
o
回
虫
自
o
E
g
)
の
名
残
」
(
ω
・
ω
・
。
・
)
を
ひ
そ
め
て
い
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
そ
れ
か
と
い
っ
て
プ
リ
ー
ブ
ス
の
い
う
様
に
「
社
会
的
平
和
を
競
争
の
支
配
に
委
ね
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、
人
は
経
済
的
処
理
(
の
与
ω
円
g
m
)
の
合
理
性
を
、
そ
れ
自
ち
極
め
て
明
瞭
な
大
衆
(
冨
E
Z
)
の
願
望
や
欲
望
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
(
白
・
ω
・
0
・v
と
い
う
こ
と
も
必
ず
し
も
理
義
整
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
冨
g
g
ロ
σ
o
君
。
m
ロ
ロ
m
l
〈
2
B
ω
ω
ω
ロ
円
聞
の
意
味
を
も
っ
と
歴
史
の
必
然
に
沿
っ
て
建
設
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
労
使
関
係
へ
の
歴
史
的
必
然
性
と
は
、
民
主
々
義
の
目
的
と
方
法
と
の
連
続
性
に
他
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
今
や
「
経
営
民
主
々
義
」
の
目
的
、
或
い
は
「
民
主
々
義
原
則
の
向
け
ら
る
べ
き
真
の
歩
み
3
0
V
官
官
)
」
(
ω
・
ω
・
0
・ω・
8
)
が
関
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
プ
リ
ー
ブ
ス
の
全
理
念
を
指
導
す
る
重
要
な
「
人
間
化
」
概
念
が
重
要
な
契
点
と
な
っ
て
く
る
。
彼
は
い
う
「
民
主
々
義
原
則
が
本
来
的
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
『
社
会
的
・
経
済
的
諸
関
係
の
人
間
(
主
義
)
化
』
(
=
国
Z
E・
g
-
回
目
2
2
m
a
o
門
田
O
N
E
-
2
5
仏
当
吉
田
与
え
E
n
v
g
〈
2
E
=
E
2
0
=
)
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
恐
ら
く
最
も
う
ま
く
表
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
(
ω
・
ω
・
0
・
〉
と
。
而
も
屡
々
言
わ
れ
る
様
に
、
問
題
は
「
人
聞
を
経
営
及
び
経
済
の
中
心
点
で
、
『
死
せ
る
資
本
』
の
位
置
(
ω
互宮
内
r
f
h
o
g
ロ
同
ω
E
Z
Z
Z
)
に
す
え
る
こ
と
」
(
ω
・
ω
・
。
・
)
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
.
J
出
口
B
S
互
角
ロ
回
開
E
の
概
念
は
、
当
然
経
営
!
経
済
民
主
々
義
を
必
然
的
な
も
の
に
す
る
で
あ
ろ
今
。
と
こ
ろ
で
こ
L
に
彼
が
社
会
学
者
ら
し
く
導
い
た
「
人
間
化
」
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
、
殊
に
そ
れ
が
経
営
見
主
々
義
を
構
導
す
る
限
り
社
会
学
も
経
営
社
会
学
的
に
課
題
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
プ
リ
ー
ブ
ス
の
表
現
に
於
て
、
経
営
内
的
と
経
営
外
的
状
況
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
先
ず
経
営
内
的
に
は
「
人
間
化
」
は
、
「
経
営
に
お
け
る
権
威
と
紀
律
の
親
近
化
(
開
立
込
包
ぽ
V
S
R
z
g
gロ
〉
E2FH竺
g
仏
巴
UN-
Z
E
g
p
E
o
g
)
、
技
術
と
経
営
の
組
織
か
ら
生
じ
る
と
こ
ろ
の
強
制
(
拘
)
の
緩
和
(
Z
E
2
z諸
島
g
N
Zロ
想
的
)
、
特
に
大
経
営
に
伴
う
と
こ
ろ
の
生
活
諸
条
件
の
安
易
化
(
尽
-znE。円ロロ
m
e円
ピ
Z
E
Z
Eロ
m
g
m
g
)
、
労
働
者
同
志
の
、
彼
と
経
営
管
理
の
下
級
・
中
級
・
上
級
幹
部
と
の
聞
の
諸
関
係
の
改
善
(
〈
2
Z印
刷
2
5
m
含
同
国
S
E
E
Z
g
N
dユ
mnZロ
含
ロ
旨
F
Z
E
g
g
-
Zア
N
三
R
Eロ
喜ロ
g
ロ
包
a
g
C
5
2
0
P
E
E
-
o
gロ
ロ
ロ
色
。
σ
2
3
ω
Z
R
o
Z
色
。
円
切
己
ユ
与
ω呂
町
円
ロ
ロ
肉
)
」
(ω
・ω
・
0
・
)
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
貫
く
も
の
は
「
個
人
の
す
べ
て
の
関
係
に
お
け
る
同
権
宕
)
(
E
0
0
2
2宮
古
田
向
丘
二
ロ
包
-
g
F
N
Z
v
g
m
g
含
円
句
2
8
5
5
と
更
に
は
理
解
と
信
頼
と
愛
情
」
(ω
・ω
・
。
・
〉
と
い
わ
れ
る
。
こ
与
に
至
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
容
易
に
プ
リ
ー
ブ
ス
に
於
け
る
「
人
間
化
」
の
本
質
を
依
然
と
し
て
社
会
学
的
範
曙
に
於
て
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
問
題
の
内
奥
は
実
は
更
に
之
等
の
「
親
近
化
・
緩
和
・
安
易
化
・
改
善
」
が
要
求
さ
れ
る
諸
原
因
の
掘
り
返
し
に
あ
る
。
即
ち
対
症
療
法
で
な
く
予
防
乃
至
病
因
除
去
の
原
理
に
ま
で
「
人
間
化
」
の
意
義
は
遡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
に
こ
そ
労
使
関
係
の
弁
証
法
的
任
務
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
プ
リ
ー
ブ
ス
の
要
請
の
ま
L
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ソ
シ
プ
ル
・
ス
キ
ル
と
し
て
の
「
人
間
関
係
論
」
の
領
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
向
因
に
フ
4
ツ
シ
ヤ
1
に
お
け
る
「
人
間
管
理
」
(
冨
・
3
2
v
g
S
F
Eロ
的
〉
の
理
念
を
参
照
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
点
に
関
す
る
ド
イ
ツ
的
思
考
を
察
知
す
る
の
に
便
利
で
あ
ろ
う
(
号
。
し
か
し
勿
論
プ
リ
ー
ブ
ス
も
フ
4
ツ
シ
ヤ
ー
を
超
え
る
も
の
を
い
わ
ば
経
営
社
会
学
的
労
使
関
係
次
元
に
於
て
も
っ
て
い
る
こ
と
は
後
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
さ
て
、
次
に
「
人
間
化
」
の
「
超
経
営
的
側
商
」
(
5
2
V
2
1
0
Z芯
同
括
的
匂
g
z〉
と
は
何
を
指
す
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
「
全
経
済
の
秩
序
(
仏
Z
O
Eロ
g
m
)
、
そ
れ
が
機
能
す
る
と
こ
ろ
の
原
理
2
2
P
E
N
-
Z
及
び
そ
れ
が
形
成
さ
れ
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
形
式
2
Z
司
2
B
g
)
」
が
求
め
ら
れ
、
最
後
に
「
人
口
の
大
部
分
の
賃
労
働
と
い
う
も
の
が
彼
等
の
満
足
な
形
態
と
な
り
う
る
方
法
」
官
-m
共
同
決
定
に
お
け
る
ロ
o
s
o
w
g
z
o
と
U050寄
巴
Z
B
g
〈続〉
五
九
経
営
と
経
済
ノ、
O 
0
・
)
が
狙
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
経
営
を
超
え
る
体
制
的
問
題
に
対
し
て
は
し
か
し
自
ら
経
営
社
会
学
的
範
噂
で
は
間
尺
に
合
わ
ぬ
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
(
賃
労
働
〉
階
級
存
在
と
階
級
運
動
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
問
題
は
、
階
級
的
対
立
と
し
て
の
労
使
関
係
の
「
経
営
民
主
々
義
」
的
把
握
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
プ
リ
ー
ブ
ス
に
お
け
る
固
有
の
意
味
で
の
労
使
関
係
論
と
し
て
最
後
に
整
序
し
た
い
。
(
お
)
=
回
。
『
D
Eロ
σ0・
0日ロ
O
Hロ回神戸仲ロ昨日。
p
d
i
o
o寸
宅
ω
内回目。同門巴
o
問。ロ
W
Z円
2
5
N
。
色
。
円
品
目
。
ロ
O
B
o
w
s
-
Z
0
・
0円
Nogmoω
ロ円
O
B
E
U・
。}同凹
ONE-o
国
ω門
岡
田
。
ロ
目
。
ロ
ロ
向
日
〈
叩
円
σ位円安
w
D
O叫
o
o
y
t
m
w
o
z・
2
件。山口
O
司
-
w
t。ロ角田
2
J己
-m的
問
円
。
ロ
〉
ロ
同
E
m
m
2
5
m
a
f
(
切
ユ
or-
m-m
・。・
∞・∞
m
)
・
(
お
)
〈
巴
・
=
己
目
。
混
同
町
oyoロ
含
〈
2
B
2
2ロ
肉
色
。
凹
釦
円
宮
古
田
島
g
冨
3
2
Zロ
E
N
g
m
F
n
F
2
aロ
R
V
E
o
gの
吉
宗
40叫ロ円
g
-
両
日
開
MHa
・
(
の
cE-O
司
z
n
y
o♂
ω・
ω
・
0
・
∞
-mω)
・
(
幻
)
ブ
ィ
ッ
シ
ヤ
1
に
あ
っ
て
「
経
蛍
共
同
体
」
(
回
旦
ユ
o
g
m
O
B
E
E与
え
と
及
び
「
個
々
の
職
場
に
於
て
個
人
を
人
格
的
に
尊
重
す
る
こ
と
」
は
労
働
者
が
単
な
る
「
賃
金
要
素
」
と
し
て
で
は
な
く
=
冨
X
E
g
=
2
ω
ロ
島
民
営
目
色
ロ
8
8
0ロ
回
旦
ユ
。
σ
g
c
Z
ω
v
o
ロ
円四
回
2
1
0げ
巴
巳
白
骨
ロ
ロ
ぬ
=
と
し
て
存
在
す
る
時
に
の
み
達
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
生
み
出
さ
れ
る
も
の
が
、
内
回
F
O
-
-
E
Z
n
v
d唱。
z
-
m
w巾
伊
丹
色
2
R
g
x
g
rロ
冨
g
m
O町
g
a
a
に
他
な
ら
な
い
(
E
R
V
2
・
?
"
-
p・
m-mb)
(
お
)
前
掲
拙
稿
参
照
。
と
く
に
そ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
的
思
考
を
代
表
さ
せ
た
ド
ラ
ッ
カ
ー
(
司
2
2
司
・
ロ
z
n
W
2
)
の
い
わ
ば
「
宍
用
性
」
と
の
対
比
が
感
得
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
3 
「
経
営
民
主
々
義
」
の
機
能
条
件
プ
リ
ー
ブ
ス
の
経
営
労
使
関
係
論
は
、
い
わ
ゆ
る
民
主
々
義
の
経
営
l
経
済
世
界
へ
の
適
用
に
際
し
て
の
警
告
の
形
か
ら
出
発
す
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
警
告
的
批
判
を
産
み
出
す
に
至
っ
た
歴
史
的
現
実
の
受
入
れ
方
に
よ
っ
て
警
告
を
し
て
勧
告
に
転
じ
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
希
望
を
も
っ
て
い
る
c
即
ち
彼
は
い
う
、
「
民
主
々
義
は
平
等
と
同
権
、
即
ち
意
志
形
成
へ
の
参
与
、
全
体
の
意
志
実
現
の
統
制
を
前
提
と
す
る
」
(
巴
OBow-
s
t
o
p
-
E
n
v
v
o
X
ロ
ロ
品
。
-okvσ0円oovzmgロ肉
4
0
g
z
g
Z
N
F
J門
E
-
s
v
g
o
ω
ロ向田
2
d司
王
。
ロ
明
Z
Z
gロm
ア
問
。
ロ
Ro--o
色
。
国
語
E
oロ
宅
。
=NCぬ・
2
宏司
E
V円2
a
o
円
D
o
g
Z
Z伊丹
)(ω
・
ω
p・
m・
8
)
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
経
済
l
経
営
へ
の
導
入
(
こ
斗
で
も
彼
は
経
済
へ
の
移
入
と
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
志
向
か
ら
い
え
ば
、
経
営
民
主
々
義
の
問
題
と
な
る
筈
で
あ
る
)
は
直
ち
に
、
「
こ
の
経
営
(
経
済
)
領
域
は
、
す
べ
て
の
者
の
平
等
と
同
権
に
と
っ
て
、
意
志
形
成
へ
の
参
与
に
と
っ
て
、
全
過
極
と
そ
の
管
理
の
統
制
(
E
o
問
。
ロ
可
o-Z
仏
2
向。
Z
B
Zロ
H
M
E
N
E
m
g
E仏
g
E
2
E
F
Eロ
伺
}
に
と
っ
て
近
づ
き
う
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
」
(ω
・
ω・
。
・
〉
と
い
う
こ
と
が
問
極
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
プ
リ
ー
ブ
ス
の
答
は
、
む
し
ろ
否
定
的
或
い
は
、
少
く
と
も
消
極
的
で
あ
る
d
即
ち
、
軍
隊
原
理
の
家
庭
・
教
会
へ
の
、
教
会
原
理
の
国
家
や
軍
隊
へ
の
適
用
の
不
可
能
を
挙
げ
斗
隣
接
領
域
に
対
し
て
も
、
移
入
(
d
g
S
E
agm}と
い
う
こ
と
は
，
常
に
近
似
的
且
首
保
付
で
の
み
可
能
で
あ
る
」
(ω
ム・
0
・
ω
・
匂
)
と
い
う
点
に
於
て
は
消
極
的
で
あ
り
ゴ
従
業
員
及
び
そ
の
代
表
者
の
佼
員
参
与
の
様
式
に
よ
っ
て
、
経
済
殊
に
経
営
の
民
主
化
(
民
衆
化
)
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
(
E
2
2己
B
Z
品目。ロ
o
g。
w
g
Z曲目。円ロロ
m
含
円
耳
目
立
加
の
E
F
N
Z自
己
色
g
ω
z
z
o
Z♂
仏
ロ
円
。
V
Eロ
ゆ
〉
三
合
同
OWHO同
叶
Z
-
s
v
g
o
合
川
門
出
己
o
m
m
n
g
p
E
M《岡
山町円。円ぐ
2
可
2
2
)
(
ω
・
ω・
。
・
)
と
い
う
点
に
於
て
は
、
む
し
ろ
否
定
的
で
あ
る
。
こ
L
に
再
び
本
節
は
じ
め
に
み
た
「
民
主
化
主
義
」
(ロ
o
s
o
w
s
z
m
Bロ
ろ
が
否
定
的
に
強
調
さ
れ
る
が
、
た
に
こ
L
で
先
の
否
定
的
契
機
と
し
て
の
冨
8
8ロ品
g
口
問
乃
至
〈
R
B
g
gロ
伺
に
対
し
て
、
こ
L
で
は
次
の
二
つ
の
経
営
及
び
企
業
の
本
質
的
事
象
」
(
N
4
2
W
3
2
5
z
n
Z
E
3
0
4
0ロ
国
主
立
与
g
仏
巴
E
R
E
V
8
5
m
)
(ω
・ω
・0
・
)
の
認
識
を
通
し
て
の
み
民
主
化
の
可
能
性
が
存
す
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
「
経
営
民
主
々
義
」
の
発
展
解
釈
に
と
っ
て
興
味
あ
る
こ
と
L
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
そ
の
一
つ
は
「
技
術
的
強
制
過
程
」
(
E
O
H号、
w
ミ
R
E
N
S
S寝
起
ミ
有
官
た
)
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
「
経
済
的
危
険
(
責
任
)
性
」
(
E
o
ミ
ミ
師
、
言
、
寄
吉
岡
玄
き
さ
宮
ろ
で
あ
る
。
先
す
「
技
術
」
こ
そ
は
、
前
に
フ
イ
ツ
シ
ヤ
l
に
於
て
〈
常
Bgω
ロ
ロ
ぬ
の
重
要
な
そ
メ
.
Y
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
様
に
『
号
、
「
す
べ
て
の
経
営
階
梯
に
於
け
る
労
働
者
の
労
働
と
協
業
(
品
目
。
旨
g
x
S色
E
O
問。
ouo円m
z
g
色
2
k
f
Z
5ロ
含
ロ
)
と
を
広
汎
に
規
定
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
即
ち
「
ひ
と
た
び
適
用
す
べ
き
手
続
に
関
し
て
決
定
が
な
さ
れ
る
や
否
や
、
働
く
人
々
の
、
そ
し
て
叉
指
導
職
員
さ
へ
も
の
排
列
と
従
属
(
何
回
ロ
o
Eロ
兵
g
仏
口
E
2
0
Eロ
ロ
ロ
阿
常
国
ω号
z
z
z
g
Z
2
2
F
2
4
ヱ
o
g
n
V
仏
g
c
x
g仏
g
M
M
o
s
s
-目
)
と
を
要
求
す
る
」
7
b・o・
)
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
性
質
上
こ
の
形
成
l
h
接
近
し
え
ぬ
も
の
を
民
主
的
に
形
成
し
よ
う
と
欲
す
る
の
は
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
」
2
h・
。
・
)
と
さ
え
い
わ
れ
る
様
に
な
サ
J
」
あ
る
。
こ
こ
に
技
術
的
過
桂
に
つ
い
て
、
例
え
ば
フ
イ
ッ
シ
v
l
共
同
決
定
に
お
け
る
UOEO-ロ
三
宮
と
ロ
O
B
o
w
g
H
2
5ロ
凹
(
続
)
-'-
/、
経
営
と
経
済
--'-
/、
流
に
い
わ
れ
る
〈
R
B
B
Zロ
ぬ
の
意
味
は
、
関
口
同
M
M
O
円
急
己
宮
『
ロ
ロ
開
乃
至
人
間
の
開
ロ
え
g
B角
田
ロ
ロ
伺
(
疎
外
〉
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
資
本
主
義
的
生
産
過
程
を
特
徴
ゃ
つ
け
る
の
が
、
普
通
で
あ
る
が
、
こ
与
に
同
じ
4
2
B
B
Zロ
闘
が
、
協
働
者
の
「
排
列
と
従
属
」
を
通
し
て
粛
ら
さ
れ
た
も
の
は
ロ
ω
S
o
w
S
Z丘
R
ロ
m
と
し
て
の
回
巴
ユ
ωσ
包
ω目
。
宵
包
芯
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
へ
お
)
の
ロ
E
o
司
znFopω
・
ω・0
・・
m-mω
次
に
は
「
経
済
的
危
険
性
」
或
は
「
企
業
の
危
険
性
」
(
宏
司
担
岡
山
ぎ
岳
民
俗
E
2
宏司
d
E
2ロ
o
v
s
s
e
、
更
に
い
え
ば
「
市
場
の
交
替
す
る
状
況
へ
の
持
続
的
適
応
と
処
置
9
2
2
2
F
E
2
2各
自
宮
E
2
5仏
開
z
z
n
z
g
)
」
官
・
ω・0
・
)
に
関
係
す
る
。
こ
れ
は
そ
の
自
体
も
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
経
営
権
」
乃
至
「
企
業
権
」
の
本
質
を
め
ぐ
っ
て
、
経
営
労
使
関
係
の
中
核
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
「
交
替
す
る
状
況
と
は
「
投
資
、
減
価
消
却
、
原
価
、
市
場
環
境
へ
の
適
応
、
消
費
の
変
動
、
将
来
の
評
価
、
長
期
観
察
に
基
く
工
場
計
画
等
」
公
ム
・
0
・・
m
-
S
l
g
)
で
あ
る
が
、
之
に
対
し
て
「
責
任
を
も
っ
指
導
者
」
(
含
円
〈
2
8言
。
=
-
r
z
z
z円
)
(
ω
b・
o・-S)
と
し
て
の
イ
ン
グ
レ
ス
ト
は
「
経
営
の
生
泊
力
、
及
び
牧
益
性
(
E
o
z
z
z
s
z
m
g
=
5島内岡山
o
m
S
E
E
-
-丹
壁
内
古
田
伊
丹
江
o
g帥
)
に
集
中
す
る
」
(ω
・
ω・0
・・
ω-g)
と
こ
ろ
か
ら
、
い
わ
ば
「
経
営
利
害
」
(
切
o
E
o
g
E
Z
2
2
0
)
と
一
致
し
よ
う
と
し
、
プ
リ
ー
ブ
ス
は
そ
こ
に
「
企
業
者
叉
は
経
営
者
の
顕
著
な
社
会
的
機
能
」
官
・
ω
・
。
・
)
を
強
調
す
る
。
即
ち
「
単
な
る
企
業
の
生
存
維
持
乃
至
繁
栄
で
も
社
会
的
に
決
定
的
に
重
要
な
作
用
(
E
o
m
O
N
E
開
三
回
忌
包
含
E
至
。
町
長
向
。
君
主
同
5
e
を
も
っ
」
も
の
で
、
そ
の
作
用
と
は
、
H
「
職
場
を
創
り
出
し
て
維
持
す
る
こ
と
」
(
旨
Z
E
Z曽
N
O
N
C
m
n
g
ロ
2
5
仏
N
Z
F
Eご
と
或
い
は
「
仕
事
の
口
を
創
り
出
し
て
開
放
す
る
」
(
雪
g同
Z
E
o
-
-
2
2
z
s
s
a
え
な
ロ
E
5
こ
と
で
あ
り
、
同
「
賃
金
を
支
払
い
う
る
こ
と
」
(
g
F
5
S
Z
S
H
E
-
向。g
g
)
(ω
・ω
・0
む
を
意
味
す
る
。
こ
L
に
わ
れ
よ
¥
は
プ
リ
ー
ブ
ス
自
ら
指
摘
し
た
、
古
典
的
l
自
由
l
資
本
主
義
に
お
け
る
、
企
業
者
l
職
場
l
貨
労
働
者
l
労
働
組
合
と
い
う
実
存
乃
至
機
能
論
理
的
系
列
を
想
起
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
彼
が
〈
2
口
出
己
μ凶
-
u
u
E一向
S
Z
Z
M
5
・
ZZω
丘
四
件
。
。
。
ョ
RWω
岳
民
同
と
い
う
批
判
的
系
列
を
与
え
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
て
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
更
に
之
が
「
社
会
主
義
国
家
-
で
の
本
質
と
対
比
さ
れ
る
時
に
愈
々
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
社
会
主
義
国
家
」
と
い
う
も
の
で
さ
え
「
そ
の
経
営
を
牧
益
あ
ら
し
め
且
賃
金
支
払
の
で
き
る
様
に
維
持
す
る
こ
と
公
巴
5
F
E
o
g
z
E与
己
ロ
E
S
冒・
ロ
m
m
B
E
m
Nロ
ぬ
円
E
-
Zロ
)
を
考
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
官
・
?
。
・
)
の
で
あ
る
か
ら
、
「
引
合
わ
な
い
経
営
と
い
-
つ
も
の
は
、
社
会
や
労
働
者
或
い
は
労
働
組
合
に
と
っ
て
も
何
等
積
極
財
産
(
〉
宮
古
ロ
ヨ
)
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、
「
経
済
と
い
う
も
の
は
、
経
営
が
引
合
う
と
き
、
即
ち
限
界
内
で
働
く
と
き
(
君
。
ロ
ロ
回
O
E
O
-括的問。
F
E
E
-
2
0
p
p
z・
百
件
E
B
R
m
E己
記
Z
ロ
g
)
は
じ
め
て
活
動
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
な
真
理
で
あ
る
」
(ω
・
?
。
・
)
と
い
う
の
が
、
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
叉
、
引
合
う
と
い
う
こ
と
支
払
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
量
、
更
に
そ
れ
を
規
定
す
る
質
的
関
係
、
更
に
そ
れ
ら
の
展
開
の
仕
方
な
ど
が
関
わ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
t
A
で
も
依
然
と
し
て
、
収
益
乃
至
支
払
可
能
の
経
営
社
会
学
的
対
応
論
理
の
み
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
可
能
性
を
支
え
る
体
制
原
理
へ
の
対
決
の
論
理
に
は
、
到
達
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
明
ら
か
な
真
理
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
向
、
以
上
の
む
し
ろ
プ
リ
l
フ
ス
に
於
け
る
経
営
社
会
学
的
思
想
自
体
の
-LEEEω
認
古
己
ω
5
0芹
2
2
の
限
界
検
証
の
為
に
、
彼
自
ら
の
次
の
設
問
が
皮
肉
に
も
役
立
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
以
上
み
た
経
営
及
び
企
業
の
二
つ
の
本
質
的
事
象
」
と
し
て
の
「
技
術
的
強
制
過
程
及
び
危
険
性
に
と
づ
て
、
経
営
の
民
主
々
義
(
民
衆
化
)
(
ロ
OBOW円三
E
2
5
m
円
四
2
F
E
o
gと
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
」
「
民
主
的
意
志
形
成
、
共
同
決
定
及
び
統
制
(目。
B
o
w
S
Z
R
Z
司
王
g
目
σ
E
E同
・
日
比
2
2
n
Z
E
g
m
g仏
関
2
2。ロ
0)
は
、
か
の
企
業
の
複
合
課
題
に
於
て
、
わ
れ
/
¥
が
表
現
し
た
と
こ
ろ
の
計
算
に
堪
え
う
る
(
引
合
う
〉
で
あ
ろ
う
か
」
、
叉
「
企
業
者
的
な
も
の
(
C
E
o
g
o
v
B
2
5
Zロ
)
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
持
票
や
統
制
は
、
経
営
の
諸
条
件
を
公
平
に
処
置
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
」
官
・
ω
・。・)。
こ
の
様
に
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
わ
れ
/
¥
は
、
い
わ
ゆ
る
「
共
同
決
定
権
」
の
基
本
的
問
題
に
迫
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
労
使
関
係
の
歴
史
的
現
実
を
か
え
す
こ
と
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
問
極
は
ひ
と
え
に
「
関
係
」
の
在
り
方
に
関
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
そ
れ
も
実
は
「
関
係
」
自
休
の
歴
史
的
実
存
性
格
か
ら
出
て
く
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
て
プ
リ
ー
ブ
ス
自
身
は
、
之
等
の
聞
に
如
何
に
答
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
彼
の
労
使
関
係
観
は
如
何
。
彼
に
と
っ
て
そ
れ
も
「
精
々
肯
定
さ
れ
る
」
の
は
、
「
民
主
的
意
志
が
統
一
的
に
表
現
さ
れ
、
叉
、
そ
の
際
金
範
囲
に
於
て
企
業
者
的
責
任
が
、
単
に
受
容
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
負
担
さ
れ
う
る
官
庁
吉
宮
。
伊
兵
N
O
E
2
F
S
E
2ロ
NE
可
a
g
g
z
s
e
d弔問
g
)
場
合
」
玄
・
ω
・0
・)
の
み
で
あ
る
。
而
も
「
協
同
組
合
」
経
営
も
小
経
営
に
於
て
さ
へ
う
空
く
い
っ
て
い
な
い
一
況
ん
や
大
経
営
の
民
主
的
運
営
に
つ
い
て
は
未
だ
何
等
の
証
明
も
な
い
と
い
う
。
共
同
決
定
に
お
け
る
ロ
O
B
o
w
S三
o
と
ロ
O
B
o
w
S江
田
自
己
帥
(
続
)
中
p、
経
営
と
経
済
六
四
こ
れ
を
次
の
様
に
一
般
化
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
即
ち
「
経
済
の
超
経
営
的
秩
序
内
♀
Z
円
Z
E
0
5
8
。
邑
ロ
g
m
m
g
v
B
g
《
H
2
4
5
3
2
宮
崎
同
)
及
び
経
済
政
策
に
あ
っ
て
は
「
共
同
作
用
(
富
山
富
山
岳
g
巳
へ
の
余
地
」
が
確
か
に
存
す
る
と
い
え
る
(
ω
・
ω
-
P
・
m
-
g
)
け
れ
ど
も
、
他
方
「
経
営
内
的
業
務
」
公
2
2
Z
ま
o
v
E
5
〉
ロ
m
z
a
g
Z
立
)
に
関
す
る
限
り
精
々
「
そ
の
中
に
於
て
も
亦
あ
る
-
b
o
g
-
。
w
g
Z
ω
の
F
o
g
B
g
m
Z
ロ
E
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
(
?
"
・
0
・
)
だ
ろ
う
と
い
う
。
し
か
し
わ
れ
/
¥
は
、
こ
の
見
解
の
何
れ
も
審
ら
か
に
し
え
な
い
。
何
と
な
れ
ば
経
営
の
外
で
の
共
同
作
用
〈
少
く
と
も
労
使
同
権
の
意
味
で
〉
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
る
の
か
、
更
に
経
営
を
超
え
て
考
え
ら
れ
る
労
使
の
関
係
は
、
前
稿
の
は
じ
め
の
部
分
で
も
介
類
し
た
様
に
、
経
済
学
的
階
級
的
生
産
関
係
論
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
「
共
同
作
用
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
、
愈
々
理
解
を
超
え
る
他
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
他
方
経
営
内
的
に
は
如
何
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
単
な
る
「
民
主
的
次
元
」
の
存
在
可
能
性
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
経
営
民
主
々
義
と
い
う
も
の
が
、
成
立
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
z
v
メ
Y
ト
と
し
て
、
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
A
¥も
こ
の
点
を
更
に
精
し
く
す
る
為
に
も
少
し
プ
リ
ー
ブ
ス
自
身
の
分
折
を
追
お
う
。
何
よ
り
も
先
ず
「
経
営
内
業
務
」
に
お
け
る
「
民
主
的
次
元
」
と
い
い
な
が
ら
、
本
質
的
に
は
、
そ
の
比
論
の
可
能
性
が
関
わ
れ
つ
L
元
来
=
F
H
。
w
s
t
o
a
a
が
ぎ
界
の
統
治
を
意
味
す
る
時
、
経
営
に
於
て
=
国
立
号
g
g
-
w
z
が
問
。
柱
。
円
。
ロ
す
る
と
と
の
無
意
味
さ
を
基
礎
ゃ
つ
け
る
官
・
ω
・
0
・
)
が
、
こ
れ
は
「
統
治
(
政
治
)
」
と
い
う
概
念
を
そ
の
偉
経
営
業
務
に
あ
て
は
め
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
当
然
の
結
果
で
あ
っ
て
そ
の
憧
で
は
勿
論
問
題
の
系
列
を
充
た
し
え
な
い
。
む
し
ろ
わ
れ
/
¥
は
、
政
治
的
民
主
々
義
の
到
達
し
た
「
平
等
・
同
権
」
思
想
を
経
営
内
で
実
現
で
き
る
か
、
叉
、
そ
の
方
法
如
何
と
問
う
や
へ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
プ
リ
ー
ブ
ス
が
続
い
て
経
営
内
部
に
於
て
「
為
し
う
る
最
後
の
も
の
」
(
内
凶
器
〉
ロ
岡
山
一
2回
Z
・
4『
2
2
1『
5
同
g
ロ
)
(
ω
・
ω
・
。
・
)
と
し
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
む
し
ろ
=
a
g
開
g
g
E
と
考
え
て
、
内
実
を
豊
か
に
す
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
そ
れ
を
検
し
よ
う
。
「
共
同
表
現
、
共
同
作
用
、
共
同
討
議
、
そ
し
て
従
業
者
の
重
大
な
利
害
が
開
通
と
な
る
特
別
の
場
合
、
普
通
に
は
、
彼
等
の
代
表
者
及
び
信
任
者
に
よ
る
経
営
従
業
者
の
共
同
決
定
」
(
冨
広
告
円
ω
ロ
宮
、
冨
広
三
号
己
認
-
B
E
E
2
5
仏
E
g
g
E
2
ロ
足
ロ
2
・
4
s
i
s
-
o
H
E
2
2
2
ロ
含
円
切
包
括
∞
与
え
同
宮
内
門
戸
O
B
ω
U
F
O
-
0
2
0
z
o
p
冨
伊
丹
。
ロ
神
田
n
Z
E
色
。
ロ
内
凶
作
同
国
2
1
0
V
∞
σ
o
-
o
m
m
n
g
コ
・
c
o
d司
O
Y
己目
n
v
仏
ロ
円
n
Z
5
2
河
内
W
H
U
円
隣
国
O
ロ
押
印
ロ
円
。
ロ
ロ
ロ
仏
〈
2
Z
ω
ロ
O
ロ
m
-
o
E
O
)
(ω・ω・
0
・
)
が
先
す
指
摘
さ
れ
る
。
わ
れ
/
¥
は
、
こ
れ
ら
の
中
に
い
わ
ゆ
る
「
共
同
決
定
権
」
の
内
容
を
見
る
し
、
従
っ
て
先
に
も
い
っ
た
様
に
決
し
て
-
b
g
k
pロ旬。
2
0
3
で
は
な
く
F
b
g
開
as主
で
あ
り
ア
ル
フ
ァ
で
あ
る
と
考
え
う
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
プ
リ
ー
ブ
ス
は
、
し
か
し
「
之
等
の
も
の
は
す
べ
て
U
O
B。
-
R
S
S
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
人
間
関
係
や
協
業
(
冨
g
m
n
z
r
z
〈
2
g
-
z
z
g品
開
O
O
Z
B己
0
5
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
」
2
b・
。
・
)
と
解
釈
し
て
そ
の
意
義
を
労
使
関
係
の
社
会
学
的
範
噂
に
押
し
戻
そ
う
と
す
る
。
唯
こ
L
に
そ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
ロ
ω
B
o宵
旦
古
自
己
ω
。
ι・
U
O
B。
回
目
丘
町
5
2ロ
聞
と
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
が
、
別
に
人
間
関
係
論
的
次
元
に
還
元
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
に
興
味
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
興
味
も
し
か
し
、
終
局
的
本
質
的
に
は
、
も
う
一
つ
階
級
的
対
決
関
係
と
し
て
の
関
係
論
へ
の
還
元
を
望
む
限
り
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
が
以
下
ア
V
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
的
領
域
で
の
=
吋
sssミ
マ
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
従
業
者
と
経
営
姐
当
者
と
の
共
同
拍
動
」
(
N
g
g
B
B
g
dヱ円-
g
ロ
40ロ
回
巴
S
E
E
P
S仏
国
z
z
o
E
Z
5
m
)
即
ち
「
チ
1
ム
と
し
て
の
共
同
活
動
」
(
吋
g
s
g
コo
N
g
g
E
B
g
4
4
5
5ロ
)
と
し
て
、
「
経
営
課
題
の
解
釈
や
、
経
営
目
的
の
遂
行
」
の
為
に
‘
「
両
当
事
者
が
意
識
的
共
同
性
」
3
0
4
z
p
z
p
B
O
E
g
g
-
z
x
)
の
う
ち
に
実
現
し
て
行
く
こ
と
を
強
調
し
て
も
、
向
、
そ
れ
が
=
ロ
O
B。
宵
丘
町
=
の
概
念
を
充
た
さ
な
い
(ω
・ω
・0
・
)
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
愈
々
確
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
わ
れ
/
¥
の
興
味
は
む
し
ろ
次
の
こ
と
に
連
続
す
る
。
即
ち
「
経
済
民
主
々
義
」
へ
の
「
経
営
生
活
の
人
間
化
(
国
ロ
E
S
E
-
2
5
m
)
及
び
チ
1
ム
課
題
(
斗
g
B・
〉
三
m
m
g
)
」
(ω
・ω・。
-m・8
)
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
と
い
う
「
典
型
的
民
主
制
に
於
て
は
、
経
営
の
問
題
は
、
人
間
関
係
論
及
び
労
使
胡
係
論
2
Z
同
s
s
g
E
a
h誌
を
さ
E
N
同
え
R
E
5
)
の
問
題
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
」
官・
ω
・0
・
)
事
情
に
対
し
て
ド
イ
ツ
的
現
実
は
、
い
わ
ば
後
進
的
に
対
照
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
歴
史
的
原
因
は
、
一
下
イ
ツ
の
産
業
主
義
が
半
封
建
的
、
政
治
的
、
社
会
的
構
造
(
E
5・r
g
E
H
2・3
E
z
o
v
g
g仏師
O
N
E
-
3
2
2
w
Z同
)
と
ま
つ
わ
り
つ
い
て
登
場
し
且
つ
こ
の
構
造
は
経
営
生
活
が
鷲
ら
し
且
つ
要
求
す
る
人
間
諸
関
係
と
従
属
諸
関
係
(
自
g
m
n
z
z
z
国自由
o
v
g
m
oロ
ロ
ロ
色
品
目
。
〉
S
E
m
-
百
-
5
5
4
2
5
-
z
z
m
g
)
の
中
に
沈
澱
し
た
こ
と
」
即
ち
上
官
と
し
て
の
-
h
g
R
g・0
民
主
2
h
s
z
g
同
2
3・2
E
S
F回
。
ぉ
・
KPEg-
8
♂
m豆
町
三
O
C
2
2。
=
E
O吋
E
等
の
章
一
工
業
に
於
け
る
役
割
に
対
し
て
、
「
従
業
者
と
し
て
の
労
働
者
」
は
兵
役
に
よ
っ
て
「
命
令
と
紀
律
」
(
回
え
喜
四
ロ
E
ロ
宮
江
主
E
O
)
に
馴
れ
て
い
た
こ
と
換
言
す
れ
ば
、
プ
ロ
シ
ア
lγ
イ
ツ
に
あ
っ
て
は
「
紀
律
と
権
威
と
が
軍
国
的
に
変
形
(
4
0
Z
2
5
g
)
さ
れ
て
、
経
営
生
活
の
中
に
深
く
根
ざ
し
」
て
、
結
局
「
半
封
建
的
、
社
会
的
、
旦
軍
国
的
階
梯
と
要
求
【
Z
5・
共
同
決
定
に
お
け
る
ロ
OEO-RE芯
と
り
OEO-nzzm自
信
回
へ
続
)
六
五
経
営
と
経
済
六
六
同
A
W
ロ向日
Mw-o
mgo--mngskvo
ロ
ロ
向
岡
田
町
立
S
E
E
Z
Eロ伺帥
z
r
p
g色
〉
国
明
言
院
の
VO)
と
い
う
も
の
が
、
経
営
諸
関
係
の
形
式
3
2自
旦
問
。
白
色
2
F
E
o
vち
自
由
o
v
g
m
g〉
の
中
に
沈
澱
」
ハ
m-m・o・
〉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
わ
れ
/
¥
が
前
稿
の
は
じ
め
に
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
的
労
使
関
係
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
素
描
を
試
み
た
と
こ
ろ
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
唯
わ
れ
/
¥
は
、
終
局
的
に
プ
リ
ー
ブ
ス
の
期
待
乃
至
目
標
視
す
る
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
的
人
間
関
係
論
及
び
労
使
関
係
も
そ
れ
介
¥
の
歴
史
的
任
務
の
結
晶
で
あ
る
所
か
ら
、
心
ず
し
も
ド
イ
ツ
的
現
実
の
目
標
と
な
る
論
理
i
現
実
系
列
に
は
な
い
点
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c
即
ち
あ
た
か
も
、
わ
が
国
の
半
封
建
的
沈
澱
物
を
紡
繍
さ
せ
る
ド
イ
ツ
的
労
使
関
係
の
発
展
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
産
業
固
有
化
理
念
に
よ
る
所
有
契
機
の
止
揚
に
基
く
も
の
で
も
な
く
、
共
同
決
定
と
い
う
平
等
・
同
権
的
民
主
制
を
拒
否
し
て
、
そ
れ
を
人
間
関
係
的
次
元
に
集
約
し
た
り
、
経
営
学
体
系
に
包
み
込
ま
れ
る
限
り
の
労
使
関
係
論
と
し
て
お
さ
め
た
り
す
る
ア
メ
リ
カ
的
方
向
で
も
な
く
、
ま
さ
に
共
同
決
定
と
い
う
労
使
関
係
次
元
に
於
て
換
言
す
れ
ば
、
経
営
学
を
越
え
て
経
営
経
済
学
と
い
う
階
級
動
態
的
経
営
民
主
々
義
の
成
果
を
み
よ
う
と
い
う
性
格
を
そ
の
基
礎
づ
け
の
方
向
と
し
て
望
む
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
言
う
意
味
は
、
「
蓋
し
人
は
も
は
や
正
当
に
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
社
会
主
義
に
対
す
る
代
償
を
、
経
済
民
主
々
義
の
う
ち
に
見
出
し
、
或
い
は
叉
、
そ
の
う
ち
に
、
社
会
主
義
の
前
段
階
を
見
た
の
で
あ
る
」
(ω
・ω
・0
・h
・
同
)
と
プ
リ
ー
ブ
ス
が
解
す
る
場
合
、
こ
の
二
つ
の
も
の
L
間
に
あ
る
絶
対
的
な
距
離
を
正
し
く
感
じ
取
ら
ん
が
為
で
も
あ
る
。
こ
の
距
離
の
状
況
に
わ
れ
f
¥は
、
最
後
に
ロ
O
B
o
w
s
t
ω
自
己
ω
と
し
て
光
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
/
¥
の
は
じ
め
の
課
題
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。
結
び
i
巴
0
5
。}Q
R
F
ぬ
か
ロ
2
8寄
丘
町
自
己
ω
か
さ
て
、
わ
れ
/
¥
め
課
題
が
「
経
営
民
主
々
義
」
の
本
質
規
定
に
あ
る
と
換
言
で
き
る
場
合
、
「
経
営
担
当
者
と
従
業
者
」
(
F
E
Z
お
g
a
F
F宮
岳
民
3
2
・ω
・。
h
a国
)
の
「
両
者
が
、
も
し
そ
の
目
的
に
お
い
て
、
一
致
し
て
い
れ
ば
民
主
々
義
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
意
義
を
失
う
し
、
も
し
目
的
に
於
て
、
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
民
主
々
義
に
つ
い
て
の
標
語
は
、
力
の
為
の
、
経
営
の
命
令
権
の
為
の
斗
争
(
同
ω
自
主
ロ
g
a
z
冨
sz-ロ
自
ag
同
O
E
g
g
s
g
g
g
F
E
S
)
を
起
し
、
そ
れ
と
共
に
、
そ
れ
な
く
し
て
は
、
い
か
な
る
経
営
も
存
続
の
力
を
も
ち
え
な
い
と
こ
ろ
の
意
志
形
式
及
び
合
理
的
決
定
の
統
一
(
回
早
急
)
と
い
う
も
の
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
(ω
・ω
・。
-U・
己
ー
は
)
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
経
営
民
主
々
義
を
確
立
し
う
る
為
に
は
‘
い
わ
ば
一
半
民
主
々
義
」
2
z
E
5
0
U
O
B
o
w
S
2
5
2
b・o-m-国
)
的
性
格
に
於
て
、
目
的
の
一
致
と
、
斗
争
の
必
然
性
と
い
う
矛
盾
の
上
に
立
つ
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
而
も
そ
の
際
斗
争
は
、
目
的
の
一
致
の
為
で
は
な
く
し
て
む
し
ろ
逆
で
あ
る
こ
と
は
、
プ
リ
ー
フ
ス
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
斗
争
の
目
指
す
カ
に
せ
よ
命
令
権
に
せ
よ
、
実
は
そ
の
中
に
こ
そ
、
共
同
性
の
本
質
を
見
出
す
こ
と
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
力
や
命
令
は
経
営
民
主
々
義
に
関
す
る
限
り
独
占
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
唯
そ
こ
で
些
か
飛
躍
的
な
が
ら
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
様
な
形
で
の
U
o
s。
宵
旦
町
田
5
へ
の
移
行
の
必
然
性
と
し
て
の
社
会
主
義
的
転
換
に
お
け
る
適
応
の
論
理
如
何
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
社
会
主
義
へ
の
漸
進
主
義
と
革
命
論
と
の
表
わ
れ
方
は
、
果
し
て
U
O日
o
F
s
t
o
a
R
Y
E官
注
目
白
5
の
命
題
と
し
て
把
握
し
て
よ
い
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
換
言
す
れ
ば
わ
れ
/
¥
は
4
2
B
ω
gロ
ロ
伺
と
し
て
の
U
O
B
o可
旦
ぽ
自
己
ω
を
も
漸
進
方
向
に
於
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
左
き
、
そ
れ
が
(
経
営
〉
経
済
学
的
本
質
と
し
て
の
階
級
構
造
と
斗
争
に
根
ざ
す
限
り
、
既
に
社
会
化
(
厳
密
に
は
社
会
主
義
化
〉
へ
の
一
歩
に
な
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
為
に
、
わ
れ
/
¥
は
、
プ
リ
ー
ブ
ス
の
い
わ
ゆ
る
Y
B
o
w
S
Z
5
5
を
も
少
し
洗
っ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
彼
に
よ
れ
ば
「
民
主
化
主
義
は
大
衆
に
と
っ
て
原
則
的
に
、
善
な
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
自
体
創
造
的
原
理
と
し
て
、
権
利
と
正
義
(
同
2
z
g
a
O
2
2
E
S一
宮
伊
丹
)
の
生
じ
る
統
一
休
と
し
て
妥
当
し
」
2
b
・p
・芯
l
討
)
か
く
て
「
大
衆
は
ま
さ
に
個
人
(
司
2
8
n
)
a
》
と
し
て
実
体
的
現
実
2
3
2
Z神
宮
町
@
問
。
己
主
ご
と
し
て
現
わ
れ
、
終
局
的
に
は
そ
れ
が
考
え
、
判
断
し
、
行
動
し
評
価
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
幾
分
か
神
の
属
性
を
も
つ
も
の
で
、
即
ち
全
知
、
全
能
、
遍
在
的
(
包
Z
U
S
E
-旦吉陥
m
o
F
E
m
-
主
mom刷
2
4品
『
昨
日
関
)
」
で
あ
っ
て
、
か
く
て
「
歴
史
を
規
定
す
る
力
2
Z
官
民
主
n
v
g
g卑
g
a
g
e
冨
R
Z
)
に
他
な
ら
な
い
」
(
ω
b
・o-m-uω)
と
さ
れ
る
。
わ
れ
Let-
は
、
こ
の
最
後
の
言
葉
、
即
ち
pw司
m
O
B
と
し
て
の
冨
B
8
を
歴
史
の
規
定
勢
力
と
す
る
こ
と
に
十
分
の
同
感
を
も
つ
が
そ
れ
は
単
な
る
選
択
意
志
か
ら
で
は
な
く
、
歴
史
の
現
実
に
則
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
び
強
調
し
て
お
こ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
現
実
と
は
、
又
終
局
的
に
国
ロ
B
S即
位
。
門
ロ
ロ
伺
の
為
の
人
間
的
現
実
で
あ
り
、
従
っ
て
「
人
間
の
魂
の
幸
福
、
人
間
的
個
人
価
値
(
志
円
回
gds・
2
)
及
び
そ
の
安
寧
を
目
指
さ
な
い
民
主
化
主
義
は
な
い
」
宮
b
・o・-ω
・
記
)
の
ほ
当
然
で
あ
る
が
、
唯
、
し
か
し
そ
の
必
然
的
目
的
追
求
共
同
決
定
に
お
け
る
0
0目
。
w
z
z
o
と
巴
e
g
o
-
2
E
Z
Bロ
旬
(
続
)
/、
七
経
営
と
経
済
/、
八
を
裏
切
る
も
の
は
、
「
価
値
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
性
質
上
階
序
的
(
E
2
2岳
山
酬
の
三
で
あ
る
」
に
も
拘
ら
ず
、
「
民
主
化
主
義
は
、
そ
の
原
則
か
ら
し
て
価
値
と
は
反
対
に
、
反
階
序
的
(
2
2岡山
0
3
2
Z
R
S
で
あ
り
、
階
梯
に
よ
る
社
会
構
成
に
対
立
す
る
こ
と
」
、
即
ち
「
そ
の
理
想
は
一
様
化
(
開
ぬ
巴
E
2
5
m
)
」
或
い
は
「
価
値
平
面
化
」
(
当
2
2
2
2
2
Eお
)
乃
至
「
価
値
!
画
一
性
」
(
君
。
2
・5
即
時
2
・
E
S
5
z
-
P
0・
)
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
む
更
に
プ
リ
ー
ブ
ス
は
、
民
主
化
主
義
の
「
本
質
法
則
性
」
【
当
2
2認
2
0
E
r
v
Z
5
か
ら
し
て
「
専
制
主
義
」
(
U
2
3
E
B
5
)
(
ω
-
m・o・-m・
討
)
へ
の
転
佑
を
さ
え
見
透
す
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
f
¥は
、
こ
l
A
に
民
主
化
主
義
が
歴
史
的
人
間
的
現
実
の
価
値
的
平
面
化
を
目
指
す
も
の
と
は
、
必
ず
し
も
考
え
な
い
。
そ
れ
は
階
級
的
斗
争
の
歴
史
的
必
然
の
労
使
関
係
側
面
に
お
け
る
同
権
化
過
程
と
、
そ
の
為
の
労
働
組
合
と
し
て
の
統
一
性
の
点
に
於
け
る
記
律
と
団
体
行
動
の
集
約
性
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
個
人
価
値
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
l
、
乃
至
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と
し
て
の
価
値
の
本
質
を
官
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
わ
れ
/
¥
は
弁
証
法
的
に
は
、
こ
の
様
な
同
権
化
乃
至
統
制
活
動
的
一
様
化
こ
そ
は
、
次
に
出
て
く
る
個
人
価
値
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
l
を
十
全
な
ら
し
め
る
過
程
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
根
源
的
に
は
、
こ
の
様
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
1
に
於
け
る
価
値
自
体
の
弁
証
性
と
い
う
か
そ
れ
自
体
の
歴
史
的
社
会
的
制
約
・
被
制
約
の
関
係
を
実
は
、
具
体
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
「
価
値
は
そ
の
性
質
上
ヒ
エ
ラ
ル
巴
1
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
1
の
構
造
原
理
の
絶
対
性
を
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
相
対
的
に
而
も
と
エ
ラ
ル
ヒ
1
的
で
あ
る
所
に
真
の
意
義
を
も
っ
と
い
う
v
へ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
(
ぢ
。
(
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)
い
わ
ゆ
る
犠
務
給
制
度
、
E
確
に
は
蟻
務
評
価
二
。
σ
悶
g
-
s
z
oロ
)
の
過
程
に
お
け
る
ι。
σ
鬼同ロ
n
z
s‘(巴・
J
町
o
a
o
p
h
h
S
E
言
、
同
S
き遣軸
.2hH
送、
h
a
宮
司
MM3~vhsrzm0・M
・ロ
3
こ
そ
は
、
而
も
犠
務
の
相
対
価
値
(
円
巴
旦
Z
o
a
-ロ
O)
評
価
に
よ
右
も
の
で
あ
る
こ
と
に
こ
L
で
の
論
議
は
恰
好
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
超
え
る
労
使
関
係
次
元
に
つ
い
て
も
、
経
営
権
の
同
権
化
は
、
個
人
価
値
の
平
薗
性
の
延
長
で
あ
り
、
従
っ
て
価
値
自
身
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
l
と
、
労
使
関
係
的
問
権
化
と
は
必
ず
し
も
互
い
に
排
す
る
も
の
で
は
な
い
。
向
社
会
主
葬
体
制
に
お
け
る
「
力
に
芯
じ
、
働
き
に
応
じ
る
」
原
則
の
も
つ
、
同
権
と
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
1
の
構
造
(
「
平
等
主
義
μ
の
排
撃
)
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
向
拙
稿
「
賃
金
お
よ
び
労
働
時
間
ー
一
(
「
経
営
学
講
座
」
第
五
巻
、
巌
怪
堂
、
昭
三
一
)
及
び
拙
著
「
賃
銀
論
」
(
関
書
院
、
昭
三
O
、
第
七
章
)
、
拙
稿
「
社
会
主
義
賃
金
制
度
論
」
(
産
業
経
済
研
究
第
四
号
、
昭
三
一
)
参
照
P
以
上
で
わ
れ
1
1は
、
ド
イ
ヅ
に
お
け
る
労
使
関
係
論
の
在
り
方
と
し
て
の
、
経
営
社
会
学
的
接
近
の
代
表
者
と
し
て
プ
リ
ー
ブ
ス
の
所
論
を
中
心
に
、
共
同
決
定
権
を
め
ぐ
る
巴
O
B
o
w
B
Z
o
と
巴
O
B
。w
g
Z
B
5
の
概
念
の
批
判
的
解
義
を
試
み
、
狙
い
と
し
て
は
、
そ
の
過
程
に
於
て
、
対
広
的
経
営
社
会
学
の
対
決
的
経
営
経
済
学
化
と
も
い
う
べ
き
志
向
を
盛
ろ
う
と
し
た
が
、
紹
介
に
し
て
は
自
説
に
過
ぎ
、
自
説
に
し
て
は
、
不
統
一
な
も
の
に
な
っ
た
。
唯
、
強
い
て
い
え
ば
、
以
上
の
こ
と
を
通
し
て
更
に
経
営
思
想
史
的
接
近
の
試
論
と
し
て
の
意
図
だ
け
で
も
出
て
い
れ
ば
、
今
後
の
批
判
の
対
象
に
は
な
る
と
思
う
の
み
で
あ
る
。
一
九
五
七
・
四
・
一
一
共
同
決
定
に
お
け
る
巴
O
B
O
E
E芯
と
巴
O
E
O
-
R
己
Z
3
5
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